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３．分権化による政治プロセスの変化

４．アフリカの市長から見た世界

５．おわりに
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１．はじめに１．はじめに

本研究の問題意識

①分権化はアフリカ政治と国際関係にどのよう
な影響をもたらしてきたのか？

②分権化によって公選制となった市長（自治体
首長）の目線から世界・政治を見る

（ウイダ市長と、（ウイダ市長と、20062006年年99月）月）

出典：ベナン共和国政府サイト
（http://www.gouv.bj）

ベナン共和国概要ベナン共和国概要

1.1.面積面積 112,622km2112,622km2 （日本の約（日本の約1/31/3））

2.2.人口人口 690690万人（万人（20042004年）年）
3.3.首都首都 ポルトノボ（ポルトノボ（PortoPorto--NovoNovo））
4.4.民族民族 フォン、ヨルバ、アジャ、バリフォン、ヨルバ、アジャ、バリ

タ、ソンバなどタ、ソンバなど
5.5.言語言語 フランス語（公用語）フランス語（公用語）
6.6.宗教宗教 伝統的宗教伝統的宗教 キリスト教キリスト教

イスラム教イスラム教

12の県と77コミューン
（基礎自治体）

コトヌ

アボメ

パラク

ポルトノボ
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【【参考参考】】ベナンの風物詩バイクタンカーベナンの風物詩バイクタンカー

①援助コンディショナリティとして着手（外圧）

②民主化が停滞する状況での国際援助

◆援助レジームの柱的政策として期待

③分権化を通じた国際協力の多様化

◆地方分権型国際協力 （＞姉妹都市）

（Coopération décentralisée）
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２．分権化の経緯と制度２．分権化の経緯と制度（先行研究から）（先行研究から）



7（リヨン市との姉妹都市記念像、（リヨン市との姉妹都市記念像、
ワガドゥグ、ワガドゥグ、20072007年年33月）月）

（自治体局、ワガドゥグ、（自治体局、ワガドゥグ、20062006年年99月）月）

（自治体国際協力協会、（自治体国際協力協会、
ワガドゥグ、ワガドゥグ、20072007年年33月）月）

地方分権型国際協力（地方分権型国際協力（11）（ブルキナ））（ブルキナ）

（全国自治体大会、ワガドゥグ、（全国自治体大会、ワガドゥグ、20072007年年1212月）月）
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地方分権型国際協力（２）（ブルキナ）地方分権型国際協力（２）（ブルキナ）

（フランス（フランス--ブルキナ政府共催の分権型協力国際大会、ブルキナ政府共催の分権型協力国際大会、
ワガドゥグ、ワガドゥグ、20072007年年1212月）月）

（ワガドゥグ市庁舎、（ワガドゥグ市庁舎、20072007年年1212月）月）
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地方分権型国際協力３（マリ）地方分権型国際協力３（マリ）

（マリ政府主催分権型協力国際大会、（マリ政府主催分権型協力国際大会、
バマコ、バマコ、20082008年年1212月）月）
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【【ベナンの地方制度ベナンの地方制度】】

出典）出典） 報告者作成報告者作成

④分権化関連法の整備（末尾資料）

⑤自治体の再編

◆コミューンを中心とする地方制度整備

⑥分権化プロセスの仕上げとしての地方選挙
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２．分権化の経緯と制度２．分権化の経緯と制度（先行研究から）（先行研究から）
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【【参考：参考： 各国各国ごとごとのコミューン規模の比較（のコミューン規模の比較（19991999年当時）年当時） 】】

※ その後、マリのコミューンは703に調整された。
出典）Nach Mback[2003: 282] を修正

5,7205,720 50.7850.78



①政治プロセス（選挙）における地方政治の
重要性の高まり

◆地方を抑えることなく国捕りは不可能という
認識の広がり（←首都の政治）

◆「地方」主義（Regionalisme）という概念への
関心の高まり

◆地方政治における利権の拡大
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３．分権化による政治プロセスの変化３．分権化による政治プロセスの変化
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（国内最大のダントパ市場、コトヌ）（国内最大のダントパ市場、コトヌ）

（北部最大の国際アルゼケ市場、パラク）（北部最大の国際アルゼケ市場、パラク） （ゼミジャン（バイクタクシー）、コトヌ）（ゼミジャン（バイクタクシー）、コトヌ）

市場の管理運営をめぐる紛糾市場の管理運営をめぐる紛糾

②地方政治の沸騰

◆「胃袋の政治」（政党―自治体―NGO－援助

機関）や外向性の多様性と内容の変容

◆有権者の面倒（ご飯・葬式など）を見る金が
必要（Devoir du Cola）

◆地元有力者（血統)や伝統的首長・宗教
（Vodun）の政治舞台での再浮上

◆市場の管理運営問題（営業テナント税）◆市場の管理運営問題（営業テナント税）
ダントパ問題（コトヌ）ダントパ問題（コトヌ）
バダマシ事件（パラク）バダマシ事件（パラク）
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３．分権化による政治プロセスの変化３．分権化による政治プロセスの変化
【【ダントパ市場をめぐるダントパ市場をめぐる
国と地方の対立国と地方の対立】】

ソグロ・コトヌ市長ソグロ・コトヌ市長
（（20032003年～、年～、20082008年再選）年再選）

税収：税収： コトヌコトヌ ＞＞ 7676コミューンコミューン

ケレク大統領（～ケレク大統領（～20062006年）年）

ヤイ大統領（ヤイ大統領（20062006年～）年～）

対立対立
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パラク市役所パラク市役所

③行政・開発の「政治化」強まる

◆地方への胃袋の政治の浸透
（Manducation、Achat de Conscience）

◆地方選挙でのカネ集め◆地方選挙でのカネ集め
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３．分権化による政治プロセスの変化３．分権化による政治プロセスの変化



19

選挙の風景選挙の風景（国会議員選挙、（国会議員選挙、20072007年年33月）月）

20

④選挙期間中の不正、暴力

◆選挙戦終盤のばらまき
（夜の選挙）

◆死者を伴う支持者間の
衝突は減少傾向
（なくなってはいない）

◆選挙の趨勢を決定づけ
るものではなくなった

（ウンベジ候補の選挙集会、（ウンベジ候補の選挙集会、
ボイコン、ボイコン、20062006年年33月）月）

（ソグロ元大統領私邸前、（ソグロ元大統領私邸前、
コトヌ、コトヌ、20062006年年33月）月）

３．分権化による政治プロセスの変化３．分権化による政治プロセスの変化

◆大統領選挙
直接投票（過半数獲得候補者がいない場合は、

上位２候補で決選投票実施）

◆国民議会選挙（83議席）
比例代表制（人口に応じた24選挙区）

◆地方（コミューン・区・村）選挙
比例代表制
77のコミューンを選挙区に
コミューン評議会（議会）による互選で市長選出

（※県知事は、政府からの任命制）21

【【参考：参考： ベナンの選挙制度概略ベナンの選挙制度概略】】

⑤選挙の経験（民主化開始後）

◆大統領選挙（４回）
◆国民議会選挙（５回）
◆分権化開始後の地方選挙（２回）

22

選挙による政権交代

◆1991年（ケレク⇒ソグロ）
◆1996年（ソグロ⇒ケレク）
◆2006年（ケレク⇒ヤイ）

（（20062006年年33月、コトヌ）月、コトヌ）

３．分権化による政治プロセスの変化３．分権化による政治プロセスの変化
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【【参考：選挙実施の回数と民主化の相関関係参考：選挙実施の回数と民主化の相関関係】】

※※ 最も権利や自由が保障された状況を最も権利や自由が保障された状況を11、最悪の状況を、最悪の状況を77とと77段階に分けて評価している。フリーダムハウス段階に分けて評価している。フリーダムハウス
ホームページ（ホームページ（http://http://www.freedomhouse.orgwww.freedomhouse.org、、20092009年年1111月月1616日アクセス日アクセス）を参照。）を参照。 Lindberg(2006),p.120Lindberg(2006),p.120

投票率（高い水準で推移）

◆大統領選挙
64.1％ （1991年２次投票）
77.6％ （1996年２次投票）
88.7％ （2001年１次投票） 54.2％ （2001年２次投票）
81.7％ （2006年１次投票） 69.5％ （2006年２次投票）

◆国民議会選挙
51.7％ （1991年）
75.8％ （1995年）
70.1％ （1999年）
55.9％ （2003年）
59％ （2007年） 24

出典）http://africanelections.tripod.com/bj.html
（2007年9月28日アクセス）

【【参考参考】】



（ヤイ・ボニ候補 ） （A.ウンベジ候補）

（L.ソグロ候補）

（26候補で争われた３月５日の

投票用紙）

（イジ候補 ）（アムス候補）

＜有力候補者たち＞

（独立国家選挙管理員会：CENA）
（http://www.cena.bj）

【【参考：参考： ベナンのベナンの20062006年大統領選挙年大統領選挙】】

国民議会選挙（国民議会選挙（20072007年）年）
投票用紙投票用紙

支持政党の枠の中にハ支持政党の枠の中にハ
ンコを押して、投票箱へンコを押して、投票箱へ

（独立国家選挙管理員会：CENA）

【【参考：参考： ベナンのベナンの20072007年国民議会選挙年国民議会選挙】】

※第一党獲得コミューン数
の（ ）は単独過半数を獲得
していないコミューン数

出典） http://www.sonangnon.net/newsonangnon/index.php?option=com_content&task=blogsection&id=24&Itemid=134

（2008年9月27日アクセス）より、発表者作成

表： 政党別勝利選挙区数

表： ３大特別コミューンでの政党別獲得議席数

【【参考：参考： ベナンのベナンの
20082008年地方選挙年地方選挙】】

⑥分権化時代の選挙

◆地方選挙（大統領選挙予備選の様相）の
重要性増す

◆国民議会、地方選挙での「地縁」の強さ
◆地方への権限移譲に伴う「市長」職重視

の傾向（＞国民議会議員）
◆コミューン行政の政治化

コミューン評議会（資源分配の戦場化）内の
紛糾による市長罷免（10例以上）動議の頻発

28

３．分権化による政治プロセスの変化３．分権化による政治プロセスの変化
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【参考： 罷免された市長のリスト（2005年8月現在）】

出典） Le municipal (2005年8月29日)

30
（旧与党Renaissance du Bénin党本部、コトヌ、 2008年4月）

【【20082008年地方選挙年地方選挙】】
L.ソグロ候補のゼミジャン（バイクタクシー）向け選挙集会
（「地方分権型国際協力」（自治体の国際協力）が地方選挙の選挙

公約に）



【【20082008年地方選挙年地方選挙】】

（コトヌ、（コトヌ、20082008年年44月）月）

ベナンの二世議員ベナンの二世議員
（ソグロ家）（ソグロ家）

①国際協力アクターとして認知された自治体
（地方政府）

◆領域内における国際協力のハブ的役割へ
の期待（分権型協力の拡大）

◆国家・ＮＧＯ・国際機構に加えて自治体も

◆進まない権限・財源移譲が背景に
（国家予算の1/200規模）

◆分権型協力への過大な期待
32

４．アフリカの市長から見た世界４．アフリカの市長から見た世界

33

【【国家の監督下にある権限国家の監督下にある権限】】

出典）Nach Mback(2003),p.425.

②グローバル化への対応

◆世界と住民地域との距離の短縮
⇒地方政治アクターの世界との直接接触

◆国家との関係の変化

◆受身の国際政策からの転換
・頻繁な市長の国外出張
(TICADの際の仕掛け)

◆自治体（コミューン）間の格差拡大
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４．アフリカの市長から見た世界４．アフリカの市長から見た世界
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市長の仕事（市長の仕事（20072007年年33月、アボメ）月、アボメ）

新市場建設現場視察（建設業者と共に）新市場建設現場視察（建設業者と共に） 選挙ポスター選挙ポスター

新たな政治的トランポリン新たな政治的トランポリン

市長⇒全国コミューン協会（ＡＮＣＢ）会長市長⇒全国コミューン協会（ＡＮＣＢ）会長
⇒党内権力基盤強化⇒？？？⇒党内権力基盤強化⇒？？？
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市長の仕事（市長の仕事（20092009年年99月、ゾボドメ）月、ゾボドメ）



37

ベナン全国自治体（コミューン）大会（ベナン全国自治体（コミューン）大会（20062006年年99月）月）

③政治と開発の共存と矛盾

◆政治が先か？開発が先か？

◆万事が政治化（Politisation）する傾向

38

４．アフリカの市長から見た世界４．アフリカの市長から見た世界

◆政治＞開発・福祉 の構図

④民主化と分権化との複雑な関係

39

ブルキナ（トマ・コミューン）の市長とブルキナ（トマ・コミューン）の市長と
（（20062006年年99月）月）

サンカラの墓サンカラの墓

①政治的想像（Imaginaire politique）の多様化
と変容

②分権化は（行政的）ガバナンス改革の万能
薬ではないが、新たな政治的局面の展開を
もたらす（地盤・地縁政治の強化）

③選挙研究の再認識

④地方政治への関心の高まり④地方政治への関心の高まり
40

５．おわりに５．おわりに

41

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

【【分権化関連法分権化関連法】】

Bénin
La Constitution de la République du Bénin du 10 décembre 1990.
Loi No.97-028 du 15 janvier 1999, portant organisation de l’administration territoriale de la République du Bénin.
Loi No.97-029 du 15 janvier 1999, portant organisation des communes en République du Bénin.
Loi No.98-005 du 15 janvier 1999, portant organisation des communes à statut particulier.
Loi No.98-006 du 9 mars 2000, portant régime électoral communal et municipal en République du Bénin.
Loi No.98-007 du 15 janvier 1999, portant régime financier des communes en République du Bénin.
Loi No.98-034 du 15 janvier 1999, portant règles générales pour les élections en République du Bénin.
Loi No.2006-025 du 28 décembre 2006, portant règles générales pour les élections en République du Bénin.

Burkina Faso
La Constitution du Burkina Faso du 2 Juin 1991. 
Loi No.055-2004/AN, portant code général des collectivités territotiales au Burkina Faso.

Mali
La Constitution de la République du Mali du 25 février 1992.
Loi No.93-008 du 11 février 1993, déterminant les conditions de la libre administration des collectivités territoriales, 

modifiée par la loi No.96-056 du 16 octobre 1996.
Loi No.95-034 du 12 avril 1995, portant le code des collectivités territoriales en République du Mali, modifiée par la loi 
No.98-010 du 15 juin 1998 et modifiée par la loi No.96-066 du 30 décembre 1998.
Décret No.95-210/P-RM du 30 mai 1995, déterminant les conditions de nomination et les attributions des répresentants 

de l’Etat au niveau collectivités territoriales.
Loi No.97-008 du 14 janvier 1997, portant le code électoral, modifiée par la loi No.99-005 du 2 mars 1999. 42
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